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教
区
教
化
事
業
行
事
予
定

●
真
宗
の
仏
事
と
法
事
を
考
え
る
講
座

　

日　

時　

４
月
9
日
（
金
）
午
後
６
時

　

会　

場　

教
化
セ
ン
タ
ー
会
館
研
修
室

　

講　

師　

近
松
譽
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
４
組　

慧
光
寺
）

●
聖
典
講
座

　
『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
に
学
ぶ

　

日　

時　

４
月
13
日
（
火
）
午
後
６
時

　

会　

場　

教
化
セ
ン
タ
ー
会
館
研
修
室

　

講　

師　

藤
場
俊
基
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
金
沢
教
区　

常
讃
寺
）

●
聖
典
講
座

　

善
導
の
『
観
経
疏
』
を
読
む

　

日　

時　

５
月
18
日
（
火
）
午
後
６
時

　

会　

場　

教
化
セ
ン
タ
ー
会
館
研
修
室

　

講　

師　

藤
嶽
明
信
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷
大
学
教
授
）

●
門
徒
女
性
と
坊
守
の
集
い

　

日　

時　

５
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

　

会　

場　

難
波
別
院
同
朋
会
館
講
堂

　

講　

師　

芹
沢
俊
介
氏
（
評
論
家
）

●
大
逆
事
件
１
０
０
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ｉ
ｎ
新
宮
（
仮
称
）

【
主
催
・
大
逆
事
件
１
０
０
年
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
新
宮
実
行
委
員
会
（
仮

称
）
／
協
賛
・
真
宗
大
谷
派
大
阪
教
区
】

日　

時　

６
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
半
（
予
定
）

会　

場　

新
宮
市
民
会
館

第
１
部
（
対
談
）

　

佐
高　

信
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

　

田
中
伸
尚
氏
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
イ
タ
ー
）

第
２
部
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　

山
泉　

進
氏
（
明
治
大
学
教
授
）
予
定

　

丹
羽
達
宗
氏
（
本
宮
町
「
大
逆
事
件
」　

　

犠
牲
者
の
名
誉
回
復
を
実
現
す
る
会
会
長
）

　

辻
本
雄
一
氏
（
佐
藤
春
夫
記
念
館
館
長
）

　

泉　

惠
機
氏
（
長
浜
教
区　

清
休
寺
）

●
遠
松
忌
法
要

　

日　

時　

６
月
20
日
（
日
）
午
後
1
時

　

会　

場　

第
23
組　

浄
泉
寺

　

講　

師　

墨
林　

浩
氏

（
難
波
別
院
総
務
部
長
）

さ
る
２
月
２
日
、教
区
教
化
委
員
会「
研

修
・
講
座
部
」（
成
井
暁
信
幹
事
）
で
は
、

青
少
年
教
化
の
一
貫
と
し
て
「
青
少
年
活

動
に
学
ぶ
講
座　

こ
れ
が
ボ
ク
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
！
～
自
主
制
作
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル

ム
＆
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
～
」
を
難
波
別
院
講

堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
青
少
年
活
動
に
学
ぶ
実
行
委

員
会
で
製
作
し
た
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
を

上
映
し
、そ
の
後
真
城
義
磨
氏
（
大
谷
中
・

高
等
学
校
長
）
に
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム

で
は
、「
出
あ
い
」
を
テ
ー

マ
に
実
行
委
員
が
普
段

思
っ
て
い
る
こ
と
、
感

じ
て
い
る
こ
と
を
表
現

し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
視

聴
者
に
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
る
部
分
が
多
く

あ
っ
た
と
思
う
」
と
い

う
意
見
が
い
た
だ
け
ま

し
た
。

こ
の
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ

ル
ム
は
今
後
、
銀
杏
通

信
（http://w

w
w

.icho.

gr.jp

）
で
も
配
信
す
る

予
定
で
す
。

教
区
教
化
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス

シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
の
ワ
ン
シ
ー
ン

青
少
年
活
動
に
学
ぶ
講
座
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さ
る
12
月
25
日
か
ら
26
日
ま
で
、
教
区

教
化
委
員
会
「
儀
式
・
法
要
部
」（
辻
澤

孝
司
幹
事
）
で
は
、
得
度
を
受
式
し
た
中

学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
「
得

度
受
式
後
研
修
会
」
を
難
波
別
院
内
を
会

場
に
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
る
時
間
や
お
勤
め
の
お
け
い

こ
、
そ
し
て
夜
は
ブ
ッ
ト
ン
く
ん
も
登
場

し
一
緒
に
遊
ぶ
時
間
も
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
た
め
学
校
の

補
習
が
入
り
参
加
者
こ
そ
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に

学
び
、
遊
び
ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人
か

ら
は
お
礼
の
年
賀
状
ま
で
い
た
だ
き
、
ス

タ
ッ
フ
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

帰
敬
式
執
行
に

　

  

関
す
る
講
習
会
／
第
12
組

教
区
教
化
委
員
会「
儀
式
・
法
要
部
」（
辻

澤
孝
司
幹
事
）
で
は
、
各
組
・
各
寺
院
を

対
象
に
、
お
寺
で
も
帰
敬
式
を
執
行
い
た

だ
け
る
よ
う
「
帰
敬
式
執
行
に
関
す
る
講

習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
月
17
日
に
は
第
12
組
で
乗
雲
寺
を
会

所
に
、吉
川
知
德
氏
（
第
４
組
阿
弥
陀
寺
）

と
山
内
雅
教
氏
（
第
７
組
光
明
寺
）
が
出

講
し
て
同
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
講
師
が
説
明
し
な
が
ら

一
通
り
の
動
き
を
確
認
し
た
後
、
受
講
者

が
数
名
実
際
に
お
か
み
そ
り
を
も
っ
て
実

習
し
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
今
後
、
お
寺
で
も

ご
門
徒
さ
ん
に
呼
び
か
け
を
し
て
お
声
が

あ
る
な
ら
ば
報
恩
講
や
お
彼
岸
の
法
要
な

ど
で
も
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。

「
儀
式
・
法
要
部
」
で
は
随
時
講
習
会
の

受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
の

際
に
は
教
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

教
区
声
明
講
習
会

教
区
教
化
委
員
会「
儀
式
・
法
要
部
」（
辻

澤
孝
司
幹
事
）
で
は
、
今
年
度
は
葬
儀
に

お
け
る
勤
行
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
「
教
区
声
明
講
習
会
」（
毎
月
１
回
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
３
日
に
行
わ
れ
た
講
習
会
で
は
、

「
葬
儀
の
装
束
」
を
中
心
に
学
習
し
ま
し

た
。
受
講
者
も
装
束
を
持
参
し
、
一
人
ひ

と
り
着
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

受
講
者
の
お
ひ
と
り
は
、「
本
当
に
こ

れ
で
い
い
の
か
？
と
思
い
な
が
ら
こ
れ
ま

で
着
け
て
い
た
け
ど
、
講
習
で
き
ち
っ
と

し
た
着
け
方
を
教
え
て
も
ら
い
自
信
が
つ

き
ま
し
た
」
と
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
争
展

教
区
教
化
委
員
会
「
行
事
部
」（
三
好

泰
紹
幹
事
）
で
は
、
３
月
13
日
か
ら
５
月

22
日
（
土
）
ま
で
難
波
別
院
御
堂
会
館
北

館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
、
テ
ー
マ

に
「
想
像
し
て
み
ま
せ
ん
か
～
争
い
の
な

得
度
受
式
後
研
修
会
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「
卓
上
日
め
く
り
」カ
レ
ン
ダ
ー

出
版
会
議
（
楠
樹
章
磨
主
査
）
で
は
、

若
い
世
代
の
方
々
に
も
真
宗
の
教
え
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
と
し

て
、『
卓
上
日
め
く
り
』
カ
レ
ン
ダ
ー
を

製
作
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
１
ヶ

月
間
毎
日
違
っ
た
味
わ
い
の
あ
る
言
葉
と

親
し
み
や
す
い
挿
絵
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

定
価
３
０
０
円
・
10
部
以
上
購
入
の
場

合
は
１
割
引
で
頒
布
し
ま
す
。

ぶ
の
か　

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い　

争

い
の
な
い
世
界
を　

皆
が
手
を
と
り
合
っ

て
つ
な
が
っ
て
い
る
人
間
の
姿
を

教
区
主
催
後
期
教
習

さ
る
３
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
教
区

教
化
委
員
会
「
研
修
・
講
座
部
」（
成
井

暁
信
幹
事
）で
は
、「
教
区
主
催
後
期
教
習
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
推
進
員
養

成
講
座
を
前
期
教
習
の
み
受
講
し
、
後
期

教
習
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に

行
う
も
の
で
す
。
今
年
度
は
３
人
の
方
が

教
習
を
受
け
新
た
に
推
進
員
と
な
り
ま
し

た
。教

習
で
は
、
講
義
・
座
談
会
の
ほ
か
、

清
掃
奉
仕
や
お
内
仏

の
お
給
仕
の
時
間
も

あ
り
充
実
し
た
教
習

と
な
り
ま
し
た
。
最

終
日
に
は
、
参
加
者

で
作
成
し
た
宣
誓
文

を
読
み
上
げ
、
推
進

員
と
し
て
の
自
覚
を

確
か
め
ま
し
た
。

い
世
界
」
と
し
て
戦
争
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
期
間
中
に
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

―

戦
争
展　

趣
旨
文―

過
去
に
私
た
ち
人
間
が
起
こ
し
た
戦
争　

今
も
な
お
止
む
こ
と
の
な
い
争
い　

戦
後

の
悲
惨
な
状
況
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
き
た

私
た
ち　

豊
か
さ
を
追
い
求
め
ひ
た
す
ら

走
り
続
け
て
き
た
私
た
ち　

確
か
に
物
質

的
に
は
豊
か
な
国
に
な
り
ま
し
た　

し
か

し
今
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
た
時　

空
し
さ
は

拭
い
き
れ
ま
せ
ん　

他
者
の
傷
み
を
感
じ

取
る
事
が
で
き
な
い
私　

無
関
心
な
私　

同
感
で
き
な
い
私　

今
を
生
き
る
私
が
戦

争
や
そ
こ
に
生
き
た
人
た
ち
か
ら
何
を
学

真
宗
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

こ
の
た
び
出
版
会
議（
楠
樹
章
磨
主
査
）

か
ら
発
刊
し
ま
し
た
真
宗
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
、
ご
門
徒
の
皆
さ
ま
に
、
よ
り
い
っ
そ

う
真
宗
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
作

ら
れ
た
一
冊
で
す
。
聞
法
会
の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
や
、
ま
た
学
習
会
の
資
料
と
し
て

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

勤
行
編
で
は
、『
正
信
偈
』『
阿
弥
陀
経
』

（
共
に
読
み
下
し
文
付
）
を
は
じ
め
、『
嘆

仏
偈
』
な
ど
の
短
い
偈
文
や
、
い
く
つ
か

の
『
御
文
』
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
収
録

し
て
お
り
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
「
真
宗
門
徒
の
生
活
」
と
し

て
は
「
帰
敬
式
」
や
中
陰
・
年
忌
法
要
な

ど
の
「
仏
事
の
流
れ
」「
年
中
行
事
」
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
真
宗
門
徒
必
携

の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
定
価
７
５
０

円
。
御
遠
忌
特
価
５
０
０
円
。（
大
阪
教

区
御
遠
忌
２
０
１
３
年
ま
で
）

推
進
員
養
成
講
座
後
期
教
習
・
清
掃
奉
仕
の
時
間
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6
月
ま
で
の
お
待
ち
受
け
日
程

さ
る
３
月
27
日
の
「
御
遠
忌
お
待
ち
受
け
法
要
兼
組
門
徒
会
員
研
修
大
会
」
を
皮
切
り

に
開
催
さ
れ
る
「
真
宗
大
谷
派
（
東
本
願
寺
）
大
阪
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
御
遠

忌
２
０
１
０
年
お
待
ち
受
け
法
要
・
諸
行
事
」
に
つ
い
て
期
日
順
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
詣
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
コ
ー
ラ
ス
大
会

日　

時　

４
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
12
時
30
分

会　

場　

御
堂
会
館
大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

ひ
び
け
心
に
！

●
親
鸞
講
座

日　

時　

４
月
15
日
（
木
）
午
後
６
時

会　

場　

御
堂
会
館
大
ホ
ー
ル

講　

師　

青
木
新
門
氏
（
作
家
）

講　

題　
「
後
生
の
一
大
事
」

―

映
画
「
お
く
り
び
と
」
に
寄
せ
て―

●
教
区
同
朋
大
会

日　

時　

５
月
８
日
（
土
）

会　

場　

難
波
別
院

講　

師　

蓑
輪
秀
邦
氏

（
仁
愛
大
学
教
授
・
福
井
教
区　

仰
明
寺
）

●
お
待
ち
受
け
法
要

日　

時　

５
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

会　

場　

天
満
別
院

講　

師　

田
代
俊
孝
氏

　
　
　
　
　
（
同
朋
大
学
大
学
院
教
授
）

講　

題　

ひ
と
・
ほ
と
け
・
い
の
ち

―

今
、
い
の
ち
が
あ
な
た

を
生
き
て
い
る―

●
親
鸞
講
座

日　

時　

５
月
20
日
（
木
）
午
後
２
時

会　

場　

や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
和
郡
山
市
）

講　

師　

延
塚
知
道
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷
大
学
教
授
）

講　

題　

今
、
い
の
ち
が
あ
な
た
を

生
き
て
い
る

●
青
少
年
ラ
イ
ブ
の
集
い

期　

日　

５
月
22
日
（
土
）

会　

場　

難
波
別
院
境
内

テ
ー
マ　

で
あ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
'10

　　　
～
出
会
い
か
ら
出
遇
い
へ
～

●
全
推
進
員
の
集
い

日　

時　

４
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

会　

場　

御
堂
会
館
大
ホ
ー
ル

講　

師　

京
極
眞
了
氏

（
同
朋
会
館
教
導
・
長
浜
教
区　

即
徃
寺
）

●
お
待
ち
受
け
法
要

日　

時　

４
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

会　

場　

茨
木
別
院

講　

師　

宮
下
晴
輝
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷
大
学
教
授
）

講　

題　

仏
ま
し
ま
す

●
親
鸞
講
座

日　

時　

５
月
28
日
（
金
）
午
後
６
時

会　

場　

難
波
別
院
同
朋
会
館　

講
堂

講　

師　

伊
東
憲
秀
氏

　
　
　
　
　
（
第
１
組　

順
教
寺
）

講　

題　

絆

パ
ネ
ル　

子
ど
も
の
教
育
に
対
す
る

　
　
　
　

親
鸞
仏
教
の
可
能
性

●
お
待
ち
受
け
法
要

日　

時　

６
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

会　

場　

大
和
大
谷
別
院

講　

師　

宮
下
晴
輝
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷
大
学
教
授
）

講　

題　

本
願
ま
し
ま
す

御遠忌ホームページが
　　　　　オープンしました！

御遠忌委員会広報部会では、宗祖親鸞聖
人 750 回御遠忌を広く内外に広報するべく、
ホームページをオープンしました。ぜひご覧
ください。

http://www.osaka-goenki.net/
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２
０
１
０
年
5
月
8
日
（
土
）、「
第

38
回
大
阪
教
区
同
朋
大
会
」
が
教
区
お
待

ち
受
け
事
業
の
一
貫
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
教
区
教
化
委
員
会
行
事
部
・
同
朋
大

会
実
行
委
員
会
で
は
、
そ
れ
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
今
回
は
、
大
会
当
日
上
映
さ

ト
ラ
で
出
演
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
13
時

間
余
り
も
の
長
時
間
、
ま
た
底
冷
え
す
る

京
都
の
冬
の
寒
さ
の
中
の
撮
影
に
も
め
げ

る
こ
と
な
く
、
元
気
に
大
役
を
果
た
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
エ
キ
ス
ト
ラ
の
門
徒

さ
ん
が
た
の
演
技
に
も
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ

さ
い
！

お
話
は
会
社
を
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
、
そ
れ

を
家
族
に
は
言
い
出
せ
な
く
て
悩
む
男
性

が
中
心
と
な
り
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
彼

が
本
山
の
あ
ち
こ
ち
で
出
会
う
「
法
語
」

が
、
そ
ん
な
悩
む
彼
の
心
に
訴
え
か
け
ま

す
。
は
た
し
て
彼
は
本
廟
奉
仕
で
何
を
見

つ
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。

同
朋
大
会
当
日
の
ビ
デ
オ
上
映
を
ぜ
ひ

お
楽
し
み
に
。
ま
た
こ
の
ビ
デ
オ
は
、
視

聴
覚
伝
道
部
に
お
い
て
現
在
制
作
中
の

「
御
遠
忌
お
待
ち
受
け
記
録
ビ
デ
オ
」（
仮

称
）に
も
収
録
す
る
予
定
で
す
。　
（
澤
田
）

シ
ナ
リ
オ
執
筆
へ
の
願
い

大
谷
派
の
「
い
の
ち
」
と
も
言
う
べ
き

同
朋
会
運
動
の
一
旦
を
担
っ
て
き
た
の
が

本
廟
奉
仕
団
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
ん
な

大
き
な
確
認
を
宗
祖
御
遠
忌
の
お
待
ち
受

け
と
し
て
行
い
た
い
と
い
う
、
同
朋
大
会

総
務
部
会
よ
り
の
御
依
頼
を
受
け
シ
ナ
リ

「
教
区
同
朋
大
会
ビ
デ
オ
」
レ
ポ
ー
ト

オ
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
寺
」
と
い
う
場
所
が
、
世
代
を
超
え
性

別
や
職
業
も
問
わ
ず
集
い
語
り
合
え
る
場

で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
表
現
し
て
い
る

の
が
、
奉
仕
団
で
の
生
活
で
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

あ
る
雑
誌
で
「
今
自
分
の
悩
み
事
を
言

え
る
場
所
が
な
い
ん
で
す
」
と
い
う
40
代

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
言
葉
を
目
に
し
ま
し

た
。
ま
さ
に
次
の
世
代
と
も
言
え
る
人
た

ち
が
仏
法
と
出
会
い
、
そ
こ
に
集
う
そ
れ

ぞ
れ
の
悩
み
を
抱
え
る
人
た
ち
と
出
会
え

れ
ば
と
い
う
想
像
が
こ
の
物
語
で
す
。

「
自
分
の
悩
み
を
語
っ
て
も
い
い
」「
悩

み
が
あ
っ
て
も
生
き
て
い
け
る
」。
そ
う

い
う
場
所
が
奉
仕
団
で
あ
る
と
同
時
に
、

一
ケ
寺
一
ケ
寺
の
「
寺
」
が
そ
う
い
う
場

所
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
掲
示
伝
道
と
い
う

仏
法
表
現
が
あ
ら
ゆ
る
人
に
仏
法
が
届
く

こ
と
を
願
っ
て
い
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と

り
の
生
活
に
響
く
法
語
が
自
分
を
励
ま
し

た
り
、
気
づ
か
さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
も

う
一
度
出
発
で
き
る
一
番
身
近
な
教
え

（
聖
典
）
と
し
て
物
語
を
進
め
ま
し
た
。

本
廟
奉
仕
団
や
寺
が
遠
い
存
在
で
な

く
、
自
分
の
生
活
の
一
部
と
し
て
受
け
止

め
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
シ
ナ
リ
オ
・
廣
瀬　

俊
）

れ
る
ビ
デ
オ
『
出
遇
え
て
、
よ
か
っ
た
』

を
レ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。　

２
０
１
０
年
2
月
12
日
、真
宗
本
廟（
東

本
願
寺
）
に
お
い
て
撮
影
は
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
ビ
デ
オ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の

４
人
の
男
女
が
、
あ
る
お
寺
の
同
朋
会
の

本
廟
奉
仕
団
と
し
て
東
本
願
寺

へ
や
っ
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
大
阪
教
区
に
は
お

な
じ
み
聞
法
犬
シ
ロ
が
進
行
役

と
な
り
、ド
ラ
マ
は
進
み
ま
す
。

最
初
の
撮
影
は
御
影
堂
門
の

上
。
清
掃
奉
仕
の
様
子
で
す
。

さ
ら
に
撮
影
は
白
洲
、
本
廟
内

諸
殿
や
視
聴
覚
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
行
わ
れ
、
最
後
は
同
朋

会
館
で
の
座
談
会
の
様
子
が
カ

メ
ラ
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。
俳

優
さ
ん
た
ち
の
心
の
こ
も
っ
た

演
技
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
の

熱
意
に
、
で
き
あ
が
り
が
と
て

も
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ビ
デ
オ
で
は
教

区
の
門
徒
さ
ん
た
ち
に
エ
キ
ス
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さ
る
３
月
６
日
、
大
阪
教
区
第
２
組

（
竹
内
博
明
組
長
）
で
は
、
難
波
別
院
同

朋
会
館
を
会
場
に
、『
宗
祖
親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回
御
遠
忌
お
待
ち
受
け
大
会
』

と
し
て
、「
第
25
回 

第
２
組
同
朋
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
翌
年
と
迫

る『
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
』

に
向
け
、「
今
、
い
の
ち
が
あ
な
た
を
生

き
て
い
る
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
開
催
さ

れ
た
今
大
会
は
、
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
と
な
っ
た
も
の
の
大
勢
の
方
々
に
ご

参
集
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
ま
ず
参
加
者
一
同
で
の
『
正

信
偈
』
同
朋
奉
讃
式
に
よ
る
勤
行
が
行
わ

れ
た
後
、
竹
内
組
長
か
ら
開
催
の

挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
引
き
続
き
、

宗
務
総
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

藤
井
善
隆
（
即
応
寺
住
職
）
に
よ
っ

て
代
読
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
阪
教
区
教
化
委
員

会
製
作
の
「
た
だ
念
仏
に
生
き
る

（
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
生
涯
）」
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
大
き
く
親
鸞
聖
人

の
御
誕
生
か
ら
法
然
上
人
と
の

値ち
ぐ
う遇
、
承
元
の
法
難
、
関
東
で
の

同
朋
と
の
懇
ね
ん
ご
ろ
な
交
わ
り
、『
教

行
信
証
』
の
撰
述
な
ど
、
御
入
滅

に
い
た
る
ま
で
の
御
生
涯
が
大
変

わ
か
り
や
す
く
描
か
れ
て
い
て
、

弾
圧
と
い
う
悲
歎
を
逆
縁
に
真
実

の
仏
道
を
求
め
、
聞
き
続
け
て
い

か
れ
た
選
択
本
願
念
仏
の
行
人
と
し
て
の

宗
祖
の
お
姿
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
上
映
後
は
、副
組
長
の
藤
原
憲（
法

山
寺
住
職
）
の
指
導
の
も
と
で
、
御
遠
忌

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
今
、
い
の
ち
に
目
覚
め

る
と
き
」
の
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初

の
試
み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事
前
練
習

の
甲
斐
あ
っ
て
、
本
番
で
は
館
内
に
参
加

者
の
素
晴
ら
し
い
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。
合
唱
後
に
は
「
合
唱
な
ん
て
久
し
ぶ

り
。
新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
」
や
「
改
め
て

声
に
出
し
て
み
て
、
歌
詞
が
自
分
自
身
に

響
い
て
き
た
」
な
ど
、
多
く
の
喜
び
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
み
、
第
二
部
で
は
真
宗
大
谷

派
教
学
研
究
所
長
の
小
川
一
乘
先
生
を
お

迎
え
し
て
、「
今
、
い
の
ち
が
あ
な
た
を

生
き
て
い
る
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
冒
頭
に
『
念
仏
成
仏
こ
れ

真
宗
』
と
い
う
言
葉
を
あ
げ
て
、
人
間
が

「
仏
」
と
「
成
」
っ
て
生
き
る
と
は
如
何

な
る
道
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
提
起

さ
れ
、「
お
釈
迦
さ
ま
が
私
た
ち
の
上
に

明
ら
か
に
さ
れ
た
“
い
の
ち
”
に
目
覚
め

て
生
き
て
欲
し
い
」
と
願
わ
れ
て
い
る
の

が
「
仏
さ
ま(

大
悲)

の
“
い
の
ち
”
だ
」

と
お
話
し
い
た
だ
き
、
小
川
先
生
の
熱
の

こ
も
る
講
演
に
、
参
加
者
は
終
始
、
熱
心

な
面
持
ち
で
聴
聞
し
て
い
ま
し
た
。

講
演
後
は
、
浪
花
益
夫
氏
（
第
２
組
門

徒
会
長
）か
ら
閉
会
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、

最
後
に
恩
徳
讃
の
斉
唱
を
も
っ
て
今
大
会

を
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
お
待
ち
受
け
大
会
を
「
宗

祖
と
し
て
の
親
鸞
聖
人
に
遇
う
」
こ
と
の

意
味
を
確
か
め
合
う
新
た
な
一
歩
と
し

て
、
今
後
も
第
２
組
の
皆
様
方
と
共
に
御

遠
忌
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
に
積
極

的
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
第
２
組
即
応
寺
・
藤
井
真
隆
さ
ん
）

第
2
組
お
待
ち
受
け
同
朋
大
会
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さ
る
12
月
12
日
、
教
区
教
化
セ
ン
タ
ー

会
館
研
修
室
に
お
い
て
、
宗
祖
親
鸞
聖
人

７
５
０
回
御
遠
忌
お
待
ち
受
け
大
会
（
第

７
組
教
化
委
員
会
主
催
・
第
７
組
門
徒
会

共
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
お
待
ち
受
け
大
会
に
至
る
ま

で
、
以
前
よ
り
継
続
し
て
様
々
な
研
修
会

な
ど
の
教
化
活
動
を
重
ね
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
教
化
活
動
の
中
で
、
か
ね
て
よ

り
お
待
ち
受
け
大
会
開
催
の
声
が
出
て
い

た
こ
と
や
、
２
０
１
１
年
の
本
山
御
遠
忌

に
向
け
、
組
内
で
の
教
化
意
識
の
高
揚
に

な
り
、
大
き
く
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
る
大
切

な
企
画
を
し
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
願
い
を
ふ
ま
え
て
、
第

７
組
教
化
委
員
会
・
門
徒
会
の
協
力
に
よ

り
お
待
ち
受
け
大
会
の
計
画
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

組
内
の
教
化
委
員
会
で
の
打
ち
合
わ
せ

で
は
、
大
会
の
運
営
と
内
容
に
関
し
て

様
々
な
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
内
容

は
法
要
と
記
念
講
演
と
い
う
こ
と
に
決
ま

り
ま
し
た
。

組
内
寺
院
と
門
徒
会
を
通
じ
大
会
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
に
あ
た
り
、
参
加
者

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
内
容
に
し
た

い
こ
と
か
ら
、
法
要
は
奏
楽
入
り
同
朋
唱

和
を
目
指
し
、
講
演
は
な
じ
み
が
薄
い
が

各
地
で
話
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
節
談
説
教

が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
２
ヶ
月
前
か
ら
参

加
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
定
員
を

超
え
ま
し
た
。
運
営
側
と
し
て
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
し
、
運
営
者
一
同
が
こ
の
大

会
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が

出
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
よ
り
大

き
く
一
つ
に
ま
と
ま
る
第
一
歩
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

お
待
ち
受
け
大
会
当
日
は
１
７
０
余
名

の
参
加
者
で
賑
わ
い
、
会
場
は
早
く
か
ら

満
席
と
な
り
熱
気
に
包
ま
れ
寒
さ
も
忘
れ

る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
部
に
て
、『
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
遠
忌

同
朋
唱
和
勤
行
集
』
を
活
用
し
、
組
内
住

職
・「
寺
族
」
に
よ
り
奏
楽
入
り
に
て
逮

夜
勤
行
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
楽
が
入
っ

た
お
勤
め
で
参
加
者
の
皆
さ
ま
と
共
に
す

ば
ら
し
い
正
信
偈
の
唱
和
が
で
き
た
と
、

ご
門
徒
の
方
々
か
ら
感
動
の
声
が
あ
ち
こ

ち
で
聞
こ
え
ま
し
た
。
第
２
部
の
記
念
講

演
に
は
、
真
宗
独
特
の
布
教
手
法
で
あ
る

節
談
説
教
が
、
藤
野
宗
城
師
（
近
江
第
７

組
淨
念
寺
住
職
）に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
ま
り
聴
聞
し
た
こ
と
の
な
い
お
説
教
と

い
う
こ
と
で
、
開
催
前
か
ら
関
心
を
持
っ

て
参
加
さ
れ
た
方
が
た
く
さ
ん
い
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
節
談
の
内
容
は
、
親
鸞
聖

人
が
比
叡
山
に
お
い
て
修
行
さ
れ
て
い
た

時
代
の
ご
苦
労
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
艶
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
声
と
、

巧
み
な
七
五
調
の
節
ま
わ
し
で
、
楽
し
く

心
ひ
か
れ
る
お
説
教
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
会
前
に
大
阪
教
区
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
ブ
ッ
ト
ン
く
ん
の
登
場
に

よ
っ
て
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
、
和
ん
だ

第
7
組
お
待
ち
受
け
大
会

雰
囲
気
に
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
大
会
が
成
功
し
た
要
因
は
、住
職
・

「
寺
族
」・
青
年
会
・
坊
守
会
・
門
徒
会
の

方
々
の
惜
し
み
な
い
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
あ
り
、
こ
の
協
力
体
制
を
持
続
さ

せ
て
、
よ
り
一
層
第
７
組
の
教
化
活
動
を

充
実
さ
せ
る
べ
く
取
り
組
ん
で
ゆ
く
所
存

で
す
。

こ
の
大
会
を
終
え
て
、
組
内
の
寺
院
な

ら
び
に
ご
門
徒
の
方
々
に
お
い
て
は
、
宗

祖
御
遠
忌
に
向
け
て
の
関
心
は
高
く
気
運

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
い
た
し
ま

し
た
。
本
山
御
遠
忌
団
体
参
拝
に
向
け
た

準
備
段
階
と
し
て
貴
重
な
大
会
に
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
第
７
組
常
圓
寺
・
越
谷
彰
元
さ
ん
）
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ブットンくんがゆく！

　「しゃらりん」第２１号でも紹介しました教区キャラクターのブットンくんですが、「儀式・法要部」
の「子ども同朋唱和講習会」を中心に様々な場で活躍してくれています。今回は、その一部をご紹介し
ます。

今後は教区内に留まらず、他教区にも飛び出してゆきます。近々では、三重
教区の「花まつり」（４月４日（日）開催）と京都教区近江１組の「お待ち受
け法要」（４月２５日（日）開催）に参加いたします。

子ども同朋唱和講習会（於・第８組西孝寺）

子ども同朋唱和講習会（於・第 17組光泉寺）

本山報恩講

教区坊守会新年互礼会教区御遠忌テーマ発表セレモニー

難波別院盆おどり大会
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ア ト リ エ し ゃ ら り ん

http://www.icho.gr. jp/shararin/sozai/

画 ・ 北 川 浩 三
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